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藤枝花倉

静岡漆山

静岡但沼
熱海下多賀

藤枝蔵田

　田原福江

蒲郡清田

浜松横川

御前崎佐倉

富士鵜無ケ淵

伊豆小下田

湯河原鍛冶屋

秦野菩提

日野程久保

横須賀馬掘

長柄刑部

大多喜宇筒原

勝浦墨名

匝瑳飯高

浜松佐久間
浜松春野

川根本町東藤川 静岡落合

売木岩倉

浜松三ヶ日

島田川根

御前崎大山
南伊豆入間

東伊豆奈良本
大島津倍付

横浜川和

三浦三崎

館山中里

富津望井

鴨川八色

銚子明神

掛川富部
浜松宮口

掛川高天神

新城浅谷

田原高松

天竜船明

東海地域

伊豆地域

南関東地域

（西部）（東部）

ひずみ計の配置図

気象庁作成

：体積ひずみ計
：多成分ひずみ計
：多成分ひずみ計(静岡県整備)
：レーザー式変位計(気象研整備)

ひずみ計による観測結果 (2012年10月１日～2013年４月18日)

短期的ゆっくり滑りに起因すると見られる次の地殻変動がひずみ計観測網で観測された。

SSE1  ：2012年10月31日から11月６日にかけて観測された。(第319回地震防災対策強化地域
              判定会資料参照)
SSE2  ：2012年11月21日から26日にかけて観測された。(第320回地震防災対策強化地域判定
              会資料参照)
SSE3  ：2013年４月８日から14日にかけて観測された。(第324回地震防災対策強化地域判定
              会資料参照)
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・気圧，潮汐，降水（体積ひずみ），地磁気（面積ひずみ）補正データ

Exp.
500 nstrain
50 hPa
50 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

田原福江Ｖ 
-1.0nstrain/day

田原高松Ｓ 
10.0nstrain/day

蒲郡清田Ｖ 
-1.0nstrain/day

新城浅谷Ｓ 
-16.0nstrain/day

浜松三ヶ日Ｖ 
2.0nstrain/day

売木岩倉Ｓ 
-25.0nstrain/day /2

浜松佐久間Ｓ 
-5.0nstrain/day

浜松宮口Ｓ 
-3.0nstrain/day
天竜船明 

浜松横川Ｖ 
-2.0nstrain/day

浜松春野Ｓ 
-2.0nstrain/day

掛川富部Ｓ 
-7.0nstrain/day

掛川高天神Ｓ 
-65.0nstrain/day /2

島田川根Ｖ 

川根本町東藤川Ｓ 

御前崎大山Ｖ 
-4.0nstrain/day

御前崎佐倉Ｖ 
-4.0nstrain/day

藤枝蔵田Ｓ 
-11.0nstrain/day /2

牧之原坂部Ｖ 
-6.0nstrain/day

牧之原坂部ＢＶ 
-4.0nstrain/day

藤枝花倉Ｖ 
-4.0nstrain/day

静岡落合Ｓ 
-14.0nstrain/day

静岡漆山Ｖ 

静岡但沼Ｖ 
 /2

静岡漆山気圧

静岡雨

T     

T     

T     

L     

C     

C     

M     

L 

L     

M     

M     

M     

M     

T 

M     

M     

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE1  SSE1  

SSE2  

SSE2  

SSE3  

SSE3  

SSE3  

気象庁作成
※ C：地震に伴うステップ状の変化,L：局所的な変化,S：例年見られる変化,M：調整,T：障害

ひずみ変化　時間値（東海地域）
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・気圧，潮汐，降水（体積ひずみ），地磁気（面積ひずみ）補正データ

Exp.
200 nstrain
30 hPa
50 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

田原福江Ｖ
-1.0nstrain/day

田原高松Ｓ
10.0nstrain/day /2

蒲郡清田Ｖ
-1.0nstrain/day

新城浅谷Ｓ
-16.0nstrain/day

浜松三ヶ日Ｖ
2.0nstrain/day

売木岩倉Ｓ
-25.0nstrain/day /2

浜松佐久間Ｓ
-5.0nstrain/day

浜松宮口Ｓ
-3.0nstrain/day

浜松横川Ｖ
-2.0nstrain/day

浜松春野Ｓ
-2.0nstrain/day

掛川富部Ｓ
-7.0nstrain/day

天竜船明 

浜松宮口気圧

浜松雨

T     

C     

C     

M     

L 

M     

T 

M     

M     

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE1  SSE1  

SSE2  

SSE2  

SSE3  

SSE3  

SSE3  

┌───────────────┐
│田原福江　　たはらふくえ　　　│
│田原高松　　たはらたかまつ　　│
│蒲郡清田　　がまごおりせいだ　│
│新城浅谷　　しんしろあさや　　│
│浜松三ケ日　はままつみっかび　│
│売木岩倉　　うるぎいわくら　　│
│浜松佐久間　はままつさくま　　│
│浜松宮口　　はままつみやぐち　│
│浜松横川　　はままつよこかわ　│
│浜松春野　　はままつはるの　　│
│掛川富部　　かけがわとんべ　　│
│天竜船明　　てんりゅうふなぎら│
└───────────────┘

表示観測点の名称

気象庁作成

※田原福江は、地下水の汲み上げに伴うひずみ変化を補正している。
※天竜船明（気象研究所整備）は、レーザー式変位計におけるひずみ変化を示す。
※記号Ｖは体積ひずみを、Ｓは多成分ひずみ計で観測した線ひずみより計算した面積ひずみを示す。

※観測点名の右側のスケールは、平常時に１日間で変動し得る最大の変化の幅(ノイズレベル)を示す。

SSE1 ：短期的ゆっくり滑り  2012.10.31-11.06
SSE2 ：短期的ゆっくり滑り  2012.11.21-11.26
SSE3 ：短期的ゆっくり滑り  2013.04.08-04.14

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ変化　時間値（東海地域（西部））
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・気圧，潮汐，降水（体積ひずみ），地磁気（面積ひずみ）補正データ

Exp.
200 nstrain
30 hPa
50 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

掛川高天神Ｓ
-65.0nstrain/day /3

島田川根Ｖ
 /2

川根本町東藤川Ｓ

御前崎大山Ｖ
-4.0nstrain/day

御前崎佐倉Ｖ
-4.0nstrain/day

藤枝蔵田Ｓ
-11.0nstrain/day /3

牧之原坂部Ｖ
-6.0nstrain/day

牧之原坂部ＢＶ
-4.0nstrain/day

藤枝花倉Ｖ
-4.0nstrain/day

静岡落合Ｓ
-14.0nstrain/day /2

静岡漆山Ｖ

静岡但沼Ｖ
 /2

静岡漆山気圧

静岡雨

T     

T     

L     

L     

M     

M     

M     

┌──────────────────┐
│掛川高天神　　　かけがわたかてんじん│
│島田川根　　　　しまだかわね　　　　│
│川根本町東藤川　かわねほんちょう　　│
│　　　　　　　　　　ひがしふじかわ　│
│御前崎大山　　　おまえざきおおやま　│
│御前崎佐倉　　　おまえざきさくら　　│
│藤枝蔵田　　　　ふじえだくらた　　　│
│牧之原坂部　　　まきのはらさかべ　　│
│藤枝花倉　　　　ふじえだはなくら　　│
│静岡落合　　　　しずおかおちあい　　│
│静岡漆山　　　　しずおかうるしやま　│
│静岡但沼　　　　しずおかただぬま　　│
└──────────────────┘

表示観測点の名称

気象庁作成

※記号Ｖは体積ひずみを、Ｓは多成分ひずみ計で観測した線ひずみより計算した面積ひずみを示す。

※観測点名の右側のスケールは、平常時に１日間で変動し得る最大の変化の幅(ノイズレベル)を示す。

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ変化　時間値（東海地域（東部））
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・気圧，潮汐，降水(湯河原鍛冶屋、大島津倍付を除く)補正データ

Exp.
200 nstrain
30 hPa
50 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

富士鵜無ケ淵Ｖ
 /4

湯河原鍛冶屋Ｖ
2.9nstrain/day

熱海下多賀Ｖ

東伊豆奈良本Ｖ
-13.0nstrain/day

伊豆小下田Ｖ
-1.0nstrain/day

南伊豆入間Ｖ

大島津倍付Ｖ
-10.0nstrain/day /3

東伊豆奈良本気圧

網代雨

*1    

T     

┌──────────────────┐
│冨士鵜無ケ淵　　ふじうないがふち　　│
│湯河原鍛冶屋　　ゆがわらかじや　　　│
│熱海下多賀　　　あたみしもたが　　　│
│東伊豆奈良本　　ひがしいずならもと　│
│伊豆小下田　　　いずこしもだ　　　　│
│南伊豆入間　　　みなみいずいるま　　│
│大島津倍付　　　おおしまつばいつき　│
└──────────────────┘

表示観測点の名称

気象庁作成

※観測点名の右側のスケールは、平常時に１日間で変動し得る最大の変化の幅(ノイズレベル)を示す。

・箱根山の山体の膨張を示すわずかな変化がみられていたが、2月中旬頃から鈍化する
  傾向がみられている。(図中*1)。

C    ：地震に伴うコサイスミックなステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害

ひずみ変化　時間値（伊豆地域）
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・気圧，潮汐補正データ

Exp.
1000 nstrain
30 hPa
50 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

秦野菩提Ｖ
-10.0nstrain/day

日野程久保Ｖ

横浜川和Ｖ
 /2

三浦三崎Ｖ

横須賀馬掘Ｖ

館山中里Ｖ

富津望井Ｖ

鴨川八色Ｖ

長柄刑部Ｖ
 /5

大多喜宇筒原Ｖ

勝浦墨名Ｖ
-10.0nstrain/day

匝瑳飯高Ｖ

銚子明神Ｖ

銚子明神気圧

東京雨

T     

L     

T     

┌─────────────────┐
│秦野菩提　　　はだのぼだい　　　　│
│日野程久保　　ひのほどくぼ　　　　│
│横浜川和　　　よこはまかわわ　　　│
│三浦三崎　　　みうらみさき　　　　│
│横須賀馬掘　　よこすかまぼり　　　│
│館山中里　　　たてやまなかざと　　│
│富津望井　　　ふっつもちい　　　　│
│鴨川八色　　　かもがわやいろ　　　│
│長柄刑部　　　ながらおさかべ　　　│
│大多喜宇筒原　おおたきうとうばら　│
│勝浦墨名　　　かつうらとな　　　　│
│匝瑳飯高　　　そうさいいだか　　　│
│銚子明神　　　ちょうしみょうじん　│
└─────────────────┘

表示観測点の名称

気象庁作成

※観測点名の右側のスケールは、平常時に１日間で変動し得る最大の変化の幅(ノイズレベル)を示す。

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ変化　時間値（南関東地域）
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ひずみ変化　日平均値（東海地域）
5000 nstrain
100 hPa
100 mm

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

田原福江Ｖ

蒲郡清田Ｖ

浜松三ヶ日Ｖ

浜松佐久間Ｓ

浜松宮口Ｓ

浜松横川Ｖ

浜松春野Ｓ
 /5

掛川富部Ｓ
 /2

島田川根Ｖ

川根本町東藤川Ｓ

静岡漆山Ｖ

藤枝花倉Ｖ

牧之原坂部Ｖ
 /2

牧之原坂部Ｂ
 /2

御前崎佐倉Ｖ

御前崎大山Ｖ

静岡但沼Ｖ

静岡漆山気圧

静岡雨

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

気象庁作成

　ステップ状の変化を除外して計算している。
※面積ひずみは、東海道沖（紀伊半島南東沖）の地震,駿河湾の地震および東北地方太平洋沖地震に伴う
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ひずみ変化　日平均値（伊豆・南関東）
30000 nstrain
100 hPa
100 mm

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

富士鵜無ケ淵Ｖ

湯河原鍛冶屋Ｖ

熱海下多賀Ｖ

伊豆小下田Ｖ

南伊豆入間Ｖ

東伊豆奈良本Ｖ
 /2

大島津倍付Ｖ
 /2

秦野菩提Ｖ

日野程久保Ｖ

横浜川和Ｖ

三浦三崎Ｖ

横須賀馬掘Ｖ
 /2

館山中里Ｖ

富津望井Ｖ

鴨川八色Ｖ

勝浦墨名Ｖ
 /2

大多喜宇筒原Ｖ

長柄刑部Ｖ

匝瑳飯高Ｖ

銚子明神Ｖ

富津望井気圧

東京雨

気象庁作成35



・気圧，潮汐，地磁気補正データ

Exp.
100 nstrain
30 hPa
50 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

ひずみ１(N177E)
+2.0nstrain/day

ひずみ２(N087E)
-7.0nstrain/day

ひずみ３(N042E)

ひずみ４(N132E)
-4.0nstrain/day

面積ひずみ[12]
-8.0nstrain/day

面積ひずみ[34]
-7.0nstrain/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-07 strain

C     

L 

L 

L 

L 

T 

気象庁作成

N

ST1

ST
2

ST3

ST4

用いた成分
[ ] 内は面積ひずみ計算に
( ) 内は測定方位

※観測点名の右側のスケールは、平常時に１日間で変動し得る最大の変化の幅(ノイズレベル)を示す。

ひずみ１・２・３成分から
３ヶ月前を基点として算出

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

掛川富部（かけがわとんべ）ひずみ変化 時間値

36



掛川富部ひずみ変化 日値 Exp.
5000 nstrain (1)
20000 nstrain (2)

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

ひずみ１(N177E)
  (1)

ひずみ２(N087E)
  (1)
ひずみ３(N042E)
  (1)

ひずみ４(N132E)
  (1)
最大剪断ひずみ
  (2)

面積ひずみ
  (2)

+180.461

+170.461

主軸方向

伸び

縮み
1.0e-06 strain

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，東海道沖（紀伊半島南東沖）の地震,駿河湾
  の地震および東北地方太平洋沖地震に伴うステップを除去して計算している。

＊各成分の括弧付き数字はスケールの番号に対応

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向はひずみ１、２、３の
  各方向成分から1999年7月1日を基点として算出
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・気圧，潮汐，地磁気補正データ

Exp.
100 nstrain
30 hPa
50 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

ひずみ１(N002E)
 /10

ひずみ２(N092E)
-5.0nstrain/day

ひずみ３(N047E)
-7.0nstrain/day

ひずみ４(N137E)
4.0nstrain/day

面積ひずみ[12]
-2.0nstrain/day /10

面積ひずみ[34]

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-07 strain

C     

M     

M     

M     

M     

SSE1  

気象庁作成

N

ST1

ST
2

ST3

ST4

用いた成分
[ ] 内は面積ひずみ計算に
( ) 内は測定方位

※観測点名の右側のスケールは、平常時に１日間で変動し得る最大の変化の幅(ノイズレベル)を示す。

ひずみ２・３・４成分から
３ヶ月前を基点として算出

SSE1 ：短期的ゆっくり滑り  2012.10.31-11.06

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

浜松春野（はままつはるの）ひずみ変化 時間値
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浜松春野ひずみ変化 日値 Exp.
20000 nstrain

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

ひずみ１(N002E)

ひずみ２(N092E)

ひずみ３(N047E)

ひずみ４(N137E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ
+118.392

+98.392

主軸方向

伸び

縮み
2.0e-06 strain

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，東海道沖（紀伊半島南東沖）の地震,駿河湾
  の地震および東北地方太平洋沖地震に伴うステップを除去して計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向はひずみ２、３、４の
  各方向成分から2003年1月1日を基点として算出
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・気圧，潮汐，地磁気補正データ

Exp.
100 nstrain
30 hPa
50 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

ひずみ１(N135E)
+4.0nstrain/day

ひずみ２(N045E)
-9.0nstrain/day

ひずみ３(N000E)
-8.0nstrain/day

ひずみ４(N090E)
+6.5nstrain/day

面積ひずみ[12]
-5.0nstrain/day

面積ひずみ[34]
-2.0nstrain/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-07 strain

SSE1  

SSE1  

SSE1  

気象庁作成

N

ST1

ST2

ST3

ST
4

用いた成分
[ ] 内は面積ひずみ計算に
( ) 内は測定方位

※観測点名の右側のスケールは、平常時に１日間で変動し得る最大の変化の幅(ノイズレベル)を示す。

ひずみ１・２・３成分から
３ヶ月前を基点として算出

SSE1 ：短期的ゆっくり滑り  2012.10.31-11.06

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

浜松佐久間（はままつさくま）ひずみ変化 時間値
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浜松佐久間ひずみ変化（日値） Exp.
10000 nstrain

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

ひずみ１(N135E)

ひずみ２(N045E)

ひずみ３(N000E)

ひずみ４(N090E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+146.014

+136.014

主軸方向

伸び

縮み
1.0e-06 strain

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，東海道沖（紀伊半島南東沖）の地震,駿河湾
  の地震および東北地方太平洋沖地震に伴うステップを除去して計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向はひずみ１、２、３の
  各方向成分から2000年1月1日を基点として算出

41



・気圧，潮汐，地磁気補正データ

Exp.
100 nstrain
30 hPa
50 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

ひずみ１(N001E)
-1.0nstrain/day

ひずみ２(N136E)
-2.0nstrain/day

ひずみ３(N091E)
1.0nstrain/day

ひずみ４(N046E)
1.0nstrain/day

面積ひずみ[13]

面積ひずみ[24]
-2.0nstrain/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
1.0e-07 strain

M     

M     

M     

M     

気象庁作成

N

ST1

ST2

ST
3

ST4

用いた成分
[ ] 内は面積ひずみ計算に
( ) 内は測定方位

※観測点名の右側のスケールは、平常時に１日間で変動し得る最大の変化の幅(ノイズレベル)を示す。

ひずみ１・２・３成分から
３ヶ月前を基点として算出

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

川根本町東藤川（かわねほんちょうひがしふじかわ）ひずみ変化 時間値
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川根本町東藤川ひずみ変化 日値 Exp.
2000 nstrain

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

ひずみ１(N001E)

ひずみ２(N136E)
ひずみ３(N091E)

ひずみ４(N046E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+92.679

+72.679

主軸方向

伸び

縮み
2.0e-07 strain

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

気象庁作成

＊最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，東海道沖（紀伊半島南東沖）の地震,駿河湾
  の地震および東北地方太平洋沖地震に伴うコサイスミックなステップを除去して計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみおよび面積ひずみはひずみ１、２、３の
  各方向成分から2000年1月1日を基点として算出
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・気圧，潮汐，地磁気補正データ

Exp.
100 nstrain
30 hPa
50 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

ひずみ１(N004E)
+3.0nstrain/day

ひずみ２(N094E)
-5.0nstrain/day

ひずみ３(N229E)
-0.5nstrain/day

ひずみ４(N139E)
-0.5nstrain/day

面積ひずみ[12]
-4.0nstrain/day

面積ひずみ[34]

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-07 strain

C     

気象庁作成

N

ST1

ST
2

ST
3 ST4

用いた成分
[ ] 内は面積ひずみ計算に
( ) 内は測定方位

※観測点名の右側のスケールは、平常時に１日間で変動し得る最大の変化の幅(ノイズレベル)を示す。

ひずみ１・２・３成分から
３ヶ月前を基点として算出

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

浜松宮口（はままつみやぐち）ひずみ変化 時間値

44



浜松宮口ひずみ変化 日値 Exp.
5000 nstrain (1)
20000 nstrain (2)

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

ひずみ１(N004E)
  (1)

ひずみ２(N094E)
  (1)

ひずみ３(N229E)
  (1)

ひずみ４(N139E)
  (1)

最大剪断ひずみ
  (2)

面積ひずみ
  (2)+191.090

+181.090

主軸方向

伸び

縮み
1.0e-06 strain

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

※    

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，東海道沖（紀伊半島南東沖）の地震,駿河湾
  の地震および東北地方太平洋沖地震に伴うステップを除去して計算している。

＊各成分の括弧付き数字はスケールの番号に対応

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向はひずみ１、２、３の
  各方向成分から2002年7月1日を基点として算出
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・気圧，潮汐，地磁気補正データ

Exp.
1000 nstrain
30 hPa
100 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

水平ひずみ１(N252E)
-23.1nstrain/day /3

水平ひずみ５(N252E)
-0.0nstrain/day

水平ひずみ２(N342E)
-10.0nstrain/day

水平ひずみ６(N342E)
-13.0nstrain/day

水平ひずみ３(N027E)
3.0nstrain/day

水平ひずみ７(N027E)
8.0nstrain/day

水平ひずみ４(N117E)
-22.0nstrain/day

水平ひずみ８(N117E)
-7.0nstrain/day

面積ひずみ[12]
-40.0nstrain/day /3

面積ひずみ[56]
-8.0nstrain/day

面積ひずみ[34]
-17.0nstrain/day

面積ひずみ[78]
-2.0nstrain/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-06 strain

気象庁作成

N

ST
1&

5

ST2&6 ST3&7

ST4&
8

用いた成分
[ ] 内は面積ひずみ計算に
( ) 内は測定方位

※観測点名の右側のスケールは、平常時に１日間で変動し得る最大の変化の幅(ノイズレベル)を示す。

ひずみ各成分から
３ヶ月前を基点として算出

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

静岡落合（しずおかおちあい）ひずみ変化 時間値
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・気圧，潮汐，地磁気補正データ

Exp.
1000 nstrain
30 hPa
100 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

水平ひずみ１(N154E)
-5.0nstrain/day

水平ひずみ５(N154E)
10.0nstrain/day

水平ひずみ２(N244E)
-10.0nstrain/day

水平ひずみ６(N244E)
-20.0nstrain/day

水平ひずみ３(N289E)
-20.0nstrain/day

水平ひずみ７(N289E)
-22.0nstrain/day

水平ひずみ４(N019E)
5.0nstrain/day

水平ひずみ８(N019E)
10.0nstrain/day

面積ひずみ[12]
-20.0nstrain/day

面積ひずみ[56]
-20.0nstrain/day

面積ひずみ[34]
-17.0nstrain/day

面積ひずみ[78]
-2.0nstrain/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-06 strain

M     

M     

M     

M     

M     

M     

M     

M     

気象庁作成

N

ST1&5

ST
2&

6
ST

3&
7

ST4&8

用いた成分
[ ] 内は面積ひずみ計算に
( ) 内は測定方位

※観測点名の右側のスケールは、平常時に１日間で変動し得る最大の変化の幅(ノイズレベル)を示す。

ひずみ各成分から
３ヶ月前を基点として算出

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

藤枝蔵田（ふじえだくらた）ひずみ変化 時間値
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・気圧，潮汐，地磁気補正データ

Exp.
1000 nstrain
30 hPa
100 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

水平ひずみ１(N198E)
95.0nstrain/day

水平ひずみ５(N198E)
53.0nstrain/day

水平ひずみ２(N288E)
-115.0nstrain/day

水平ひずみ６(N288E)
-48.0nstrain/day

水平ひずみ３(N333E)
-80.0nstrain/day

水平ひずみ７(N333E)
-56.0nstrain/day

水平ひずみ４(N063E)
45.0nstrain/day

水平ひずみ８(N063E)
45.0nstrain/day

面積ひずみ[12]
-65.0nstrain/day /2

面積ひずみ[56]
-45.0nstrain/day /2

面積ひずみ[34]
-100.0nstrain/day /2

面積ひずみ[78]
-60.0nstrain/day /2

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-06 strain

L     M     

M     

M     

M     

M     

M     

M     

M     

気象庁作成

N

ST1&5

ST
2&

6

ST3&7

ST4&
8

用いた成分
[ ] 内は面積ひずみ計算に
( ) 内は測定方位

※観測点名の右側のスケールは、平常時に１日間で変動し得る最大の変化の幅(ノイズレベル)を示す。

ひずみ１・２・３成分から
３ヶ月前を基点として算出

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

掛川高天神（かけがわたかてんじん）ひずみ変化 時間値
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・気圧，潮汐，地磁気補正データ

Exp.
1000 nstrain
30 hPa
100 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

水平ひずみ１(N209E)
-32.0nstrain/day
水平ひずみ５(N209E)
15.0nstrain/day

水平ひずみ２(N299E)
-50.0nstrain/day

水平ひずみ６(N299E)
-15.0nstrain/day

水平ひずみ３(N344E)
-9.0nstrain/day

水平ひずみ７(N344E)
-20.0nstrain/day
水平ひずみ４(N074E)
-13.0nstrain/day

水平ひずみ８(N074E)
-10.0nstrain/day

面積ひずみ[12]
-80.0nstrain/day /3

面積ひずみ[56]
0.0nstrain/day /3

面積ひずみ[34]
-20.0nstrain/day /3
面積ひずみ[78]
-30.0nstrain/day /3

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-06 strain

M     

M     

M     

M     

M     

M     

M     

M     

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE1  

気象庁作成

N

ST1&5

ST
2&

6

ST3&7

ST
4&

8

用いた成分
[ ] 内は面積ひずみ計算に
( ) 内は測定方位

※観測点名の右側のスケールは、平常時に１日間で変動し得る最大の変化の幅(ノイズレベル)を示す。

ひずみ１・２・３成分から
３ヶ月前を基点として算出

SSE1 ：短期的ゆっくり滑り  2012.10.31-11.06

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

売木岩倉（うるぎいわくら）ひずみ変化 時間値
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・気圧，潮汐，地磁気補正データ

Exp.
200 nstrain
30 hPa
100 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

水平ひずみ１(N165E)
-7.0nstrain/day

水平ひずみ５(N165E)
-6.0nstrain/day

水平ひずみ２(N255E)
-9.0nstrain/day

水平ひずみ６(N255E)
-9.0nstrain/day

水平ひずみ３(N300E)
-9.0nstrain/day

水平ひずみ７(N300E)
-4.0nstrain/day

水平ひずみ４(N030E)
-7.0nstrain/day

水平ひずみ８(N030E)
-7.0nstrain/day

面積ひずみ[12]
-16.0nstrain/day

面積ひずみ[56]
-15.0nstrain/day

面積ひずみ[34]
-12.0nstrain/day

面積ひずみ[78]
-11.0nstrain/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-06 strain

M     

M     

M     

M     

M     

M     

M     

M     

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE2  

SSE2  

SSE2  

SSE2  

SSE3  

SSE3  

SSE3  

SSE3  

気象庁作成

N

ST1&5

ST
2&

6
ST

3&
7

ST4&8

用いた成分
[ ] 内は面積ひずみ計算に
( ) 内は測定方位

※観測点名の右側のスケールは、平常時に１日間で変動し得る最大の変化の幅(ノイズレベル)を示す。

ひずみ１・２・３成分から
３ヶ月前を基点として算出

SSE1 ：短期的ゆっくり滑り  2012.10.31-11.06
SSE2 ：短期的ゆっくり滑り  2012.11.21-11.26
SSE3 ：短期的ゆっくり滑り  2013.04.08-04.14

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

新城浅谷（しんしろあさや）ひずみ変化 時間値
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・気圧，潮汐，地磁気補正データ

Exp.
500 nstrain
30 hPa
50 mm/day

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr
2013

水平ひずみ１(N065E)
0.0nstrain/day

水平ひずみ５(N065E)
-10.0nstrain/day

水平ひずみ２(N155E)
6.0nstrain/day

水平ひずみ６(N155E)
14.0nstrain/day

水平ひずみ３(N200E)
11.0nstrain/day

水平ひずみ７(N200E)
15.0nstrain/day

水平ひずみ４(N290E)
20.0nstrain/day

水平ひずみ８(N290E)
22.0nstrain/day

面積ひずみ[12]
6.0nstrain/day

面積ひずみ[56]
3.0nstrain/day

面積ひずみ[34]
30.0nstrain/day

面積ひずみ[78]
26.0nstrain/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
1.0e-06 strain

M     

M     

M     

M     

M     

M     

M     

M     

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE2  

SSE2  

SSE2  

SSE2  

SSE4  

SSE4  

SSE4  

SSE4  

SSE4  

SSE4  

SSE4  

SSE4  

気象庁作成

N

ST1&
5

ST2&6ST3&7

ST
4&

8

用いた成分
[ ] 内は面積ひずみ計算に
( ) 内は測定方位

※観測点名の右側のスケールは、平常時に１日間で変動し得る最大の変化の幅(ノイズレベル)を示す。

ひずみ１・２・３成分から
３ヶ月前を基点として算出

SSE1 ：短期的ゆっくり滑り  2012.10.31-11.06
SSE2 ：短期的ゆっくり滑り  2012.11.21-11.26
SSE4 ：短期的ゆっくり滑り  2013.04.08-04.14

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

田原高松（たはらたかまつ）ひずみ変化 時間値
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